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(百万円未満切捨て)
１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 43,851 15.8 △908 － △746 － △727 －

2021年３月期 37,854 △41.2 △2,336 － △2,076 － △1,861 －

(注) 包括利益 2022年３月期 △708 百万円 ( －％) 2021年３月期 △1,815 百万円 ( －％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 △196 53 － △23.2 △4.2 △2.1

2021年３月期 △502 79 － △42.1 △11.5 △6.2

(参考) 持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円
（注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用し

ており、2022年３月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 17,674 2,777 15.7 750 35

2021年３月期 17,944 3,497 19.5 944 79

(参考) 自己資本 2022年３月期 2,777百万円 2021年３月期 3,497百万円
（注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用し

ており、2022年３月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。
　

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 △238 357 △576 3,536

2021年３月期 △3,072 △88 3,907 3,867

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 0 00 － 0 00 0 00 － － －

2022年３月期 － 0 00 － 0 00 0 00 － － －

2023年３月期(予想) － － － － － －

（注）2023年３月期の配当予想につきましては、現時点では未定とさせていただきます。

　



３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 25,000 30.1 △230 － △230 － △250 － △67 54

通 期 54,000 23.1 350 － 360 － 280 － 75 65

　

※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期 3,882,500 株 2021年３月期 3,882,500 株

② 期末自己株式数 2022年３月期 181,118 株 2021年３月期 181,118 株

③ 期中平均株式数 2022年３月期 3,701,382 株 2021年３月期 3,701,382 株

　

(参考) 個別業績の概要

１．2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 33,490 8.4 △982 － △863 － △807 －

2021年３月期 30,908 △44.6 △2,094 － △1,981 － △1,733 －
　

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2022年３月期 △218 06 －

2021年３月期 △468 23 －

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 13,428 881 6.6 238 04

2021年３月期 13,850 1,781 12.9 481 26

(参考) 自己資本 2022年３月期 881百万円 2021年３月期 1,781百万円

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況

（４）今後の見通し」をご覧ください。

(決算補足説明資料及び決算説明内容の入手方法)

・当社は、決算説明の配信をする予定です。使用する決算補足説明資料につきましては、動画配信と同時に当社ウェ

ブサイトへ掲載予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国の経済は、年間を通じて新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けました。感

染拡大が繰り返し続き、この間緊急事態宣言、まん延防止等重点措置が都度発出され、リモートワークや３密の抑制

の規制等も出され、国民生活に多大な影響を及ぼしました。

当社グループが事業活動の中心としております外食・中食市場のうち外食市場におきましては、感染症拡大防止を

目的に飲食店等に対し休業や営業時間の短縮あるいは酒類の提供禁止要請といった措置が長期化したため、当社のお

客様の経営や運営にも大きな影響が出ました。

このような状況のもと、当社は引き続き事業ミッションである「頼れる食のパートナー」としての役割を全うすべ

く事業存続のために、物流経費の圧縮や一部社員の外部出向も実施して損益分岐点の低減に取り組みました。また既

存のお客様へのサービス維持・継続に努め、同時に中食・惣菜関連、給食・ヘルスケア関連等の新型コロナウイルス

感染症の影響を受けにくい業態への営業活動に全社一丸で取り組みました。さらに、今期から事業化したＥＣの物流

受託事業も堅調に推移しております。

財務面では９月に株式会社日本政策投資銀行から資本性劣後ローンにより20億円を調達して資金繰りの安定化に努

めました。また、３月に国分グループ本社株式会社に対し第三者割当による新株式発行及び自己株式処分を行うこと

と致しました。同社とは資本提携に留まらず「物流機能」「情報システム」「商品購買」「共通情報プラットフォー

ム」「人財育成」等の業務面での提携を進め、当社グループが保有する国内業務用卸売事業に関する機能・ノウハウ

等の経営資源と、同社が保有する物流・販売網等の経営資源の相互活用による両社の企業価値向上を目指すことと致

しました。

その結果、当連結会計年度の業績につきましては、売上高は438億51百万円（前年同期比15.8％増)、営業損失は９

億８百万円（前年同期は23億36百万円の営業損失）、経常損失は７億46百万円（前年同期は20億76百万円の経常損

失）、親会社株主に帰属する当期純損失は７億27百万円（前年同期は18億61百万円の親会社株主に帰属する当期純損

失)となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

(食材卸売事業)

当セグメントにおきましては、当社グループは経費削減による損益分岐点の低減を図るとともに、新型コロナウイ

ルス感染症の影響を受けにくい業態への営業活動に注力してまいりました。その結果、当連結会計年度の売上高は390

億74百万円（前年同期比15.2％増）、セグメント損失（営業損失）は３億59百万円（前年同期は16億４百万円のセグ

メント損失）となりました。

(食材製造事業)

当セグメントにおきましては、主に連結子会社キスコフーズ株式会社が食材製造を行っております。新型コロナウ

イルス感染症の影響による外食企業等への売上の減少や原料費の上昇の影響があった一方、セントラルキッチンを保

有されるお客様や通信販売を伸ばされているお客様向けの販売は引続き堅調に推移しました。その結果、売上高は46

億68百万円（前年同期比18.1％増）、セグメント利益（営業利益）は１億78百万円（前年同期比98.9％増）となりま

した。

(不動産賃貸事業)

当セグメントにおきましては、主に連結子会社を対象に不動産賃貸を行っております。当事業の売上高は１億40百

万円（前年同期比0.3％増）、セグメント利益（営業利益）96百万円（前年同期比13.9％増）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末の資産は、前連結会計年度末に比べ２億69百万円減少し、176億74百万円となりました。この主な

要因は、受取手形及び売掛金が６億90百万円、商品及び製品が２億69百万円増加し、現金及び預金が８億44百万円、

投資有価証券が３億９百万円減少したこと等によるものであります。

（負債）

当連結会計年度末の負債は、前連結会計年度末に比べ４億50百万円増加し、148億97百万円となりました。この主な

要因は、短期借入金が10億47百万円、１年内返済予定の長期借入金が４億60百万円減少し、支払手形及び買掛金が８

億52百万円、長期借入金が９億63百万円増加したこと等によるものであります。

（純資産）

当連結会計年度末の純資産は、前連結会計年度末に比べ７億19百万円減少し、27億77百万円となりました。この主

な要因は、利益剰余金が７億34百万円減少したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して３億30百万円減少し、35億36百万

円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、２億38百万円の支出（前年同期は30億72百万円の支出）となりました。こ

れは税金等調整前当期純損失が７億17百万円、売上債権の増加額が６億61百万円、減価償却費が３億28百万円、仕入

債務の増加額が７億93百万円であったことが主たる要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、３億57百万円の収入（前年同期は88百万円の支出）となりました。これは、

定期預金の払戻による収入が５億13百万円、有形固定資産の取得による支出が１億39百万円であったことが主たる要

因であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、５億76百万円の支出（前年同期は39億７百万円の収入）となりました。こ

れは、長期借入れによる収入が20億４百万円、短期借入金の減少額が10億47百万円、長期借入金の返済による支出が

14億70百万円であったことが主たる要因であります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期

自己資本比率 27.2 27.2 29.5 19.5 15.7

時価ベースの自己資本比率 16.0 15.6 15.1 15.7 18.1

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

147.6 342.2 － － －

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

151.1 67.6 － － －

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

　（注１）いずれも連結ベースの財務数値により算出しています。

　（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

　（注３）キャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローを使用しています。

　（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としてい

　 ます。
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（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、全国における日々の新型コロナウイルス感染者数は依然として万人単位で推移し

ているものの、重症者の減少や３回目のワクチン接種も進み、４月以降はまん延防止等重点措置等の大きな行動制

限は発出されていないこともあり、外食業界の業況も徐々に回復していくものとみております。但し感染症が終息

することは考えにくく、コロナ前と同様の状態には戻らないとの前提で諸施策を進めてまいります。こうした中、

当社は引き続き事業ミッションである「頼れる食のパートナー」としての役割を全うする為、経費の低減に努める

とともに、既存のお客様との取引深耕と中食・惣菜関連や給食・ヘルスケア関連等の新型コロナウイルス感染症の

影響を受けにくい業態を中心とした新規顧客開拓に全社をあげて取り組んでまいります。

以上により、次期（2023年３月期）の連結業績見通しにつきましては、売上高540億円、営業利益３億50百万円、

経常利益３億60百万円、親会社株主に帰属する当期純利益２億80百万円を見込んでおります。

この資料に記載されております業績予想の数値に関しましては、現時点で入手可能な情報による判断および仮定

に基づき算定しており、多分に不確定な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績等はこの資料に記載され

ている予想とは異なる可能性があることをご承知おき下さい。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、会計処理の継続性を考慮して、日本基準を適用しております。なお、国際会計基準の適用につ

きましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,381 3,537

受取手形及び売掛金 4,576 5,267

商品及び製品 2,135 2,404

原材料及び貯蔵品 247 292

未収入金 316 377

その他 231 151

貸倒引当金 △16 △12

流動資産合計 11,873 12,017

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,059 3,017

減価償却累計額 △2,136 △2,078

建物及び構築物（純額） 922 938

機械装置及び運搬具 1,006 1,083

減価償却累計額 △668 △756

機械装置及び運搬具（純額） 337 326

土地 981 998

建設仮勘定 33 3

その他 844 707

減価償却累計額 △664 △565

その他（純額） 179 142

有形固定資産合計 2,454 2,410

無形固定資産

のれん 62 34

ソフトウエア 276 225

その他 136 107

無形固定資産合計 475 367

投資その他の資産

投資有価証券 1,546 1,237

敷金及び保証金 366 350

保険積立金 1,125 1,183

繰延税金資産 77 94

その他 133 116

貸倒引当金 △109 △103

投資その他の資産合計 3,140 2,878

固定資産合計 6,070 5,656

資産合計 17,944 17,674
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,456 6,308

短期借入金 3,370 2,323

1年内返済予定の長期借入金 1,502 1,041

未払金 714 756

未払法人税等 43 68

未払消費税等 23 112

賞与引当金 124 217

資産除去債務 13 －

その他 304 308

流動負債合計 11,552 11,135

固定負債

長期借入金 2,056 3,020

繰延税金負債 172 108

役員退職慰労引当金 202 215

退職給付に係る負債 224 223

資産除去債務 93 95

その他 145 99

固定負債合計 2,895 3,762

負債合計 14,447 14,897

純資産の部

株主資本

資本金 302 302

資本剰余金 253 249

利益剰余金 2,566 1,832

自己株式 △151 △151

株主資本合計 2,970 2,231

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 524 430

繰延ヘッジ損益 2 －

為替換算調整勘定 △0 108

退職給付に係る調整累計額 △0 7

その他の包括利益累計額合計 526 545

純資産合計 3,497 2,777

負債純資産合計 17,944 17,674
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 37,854 43,851

売上原価 29,990 34,344

売上総利益 7,864 9,506

販売費及び一般管理費

給料 2,580 2,483

賞与 45 170

賞与引当金繰入額 77 171

役員退職慰労引当金繰入額 16 17

運賃 3,423 3,318

貸倒引当金繰入額 △20 △1

賃借料 630 622

減価償却費 191 181

その他 3,255 3,451

販売費及び一般管理費合計 10,200 10,415

営業損失（△） △2,336 △908

営業外収益

受取利息 4 5

受取配当金 20 11

受取事務手数料 38 51

物流業務受託収入 23 －

雇用調整助成金 195 120

その他 107 54

営業外収益合計 390 242

営業外費用

支払利息 28 49

支払手数料 32 24

物流業務受託収入原価 47 －

その他 23 6

営業外費用合計 131 80

経常損失（△） △2,076 △746

特別利益

投資有価証券売却益 223 79

特別利益合計 223 79

特別損失

固定資産除却損 3 4

投資有価証券評価損 51 45

減損損失 44 1

特別損失合計 99 51

税金等調整前当期純損失（△） △1,952 △717

法人税、住民税及び事業税 20 50

法人税等還付税額 △44 －

法人税等調整額 △67 △41

法人税等合計 △91 9

当期純損失（△） △1,861 △727

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △1,861 △727
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当期純損失（△） △1,861 △727

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △42 △94

繰延ヘッジ損益 4 △2

為替換算調整勘定 74 108

退職給付に係る調整額 8 8

その他の包括利益合計 45 19

包括利益 △1,815 △708

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △1,815 △708

非支配株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 302 253 4,449 △151 4,853

会計方針の変更によ

る累積的影響額
－

会計方針の変更を反映

した当期首残高
302 253 4,449 △151 4,853

当期変動額

剰余金の配当 △22 △22

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△1,861 △1,861

自己株式の取得 －

連結範囲の変動 －

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

－

当期変動額合計 － － △1,883 － △1,883

当期末残高 302 253 2,566 △151 2,970

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算調整勘

定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利

益累計額合計

当期首残高 567 △2 △75 △8 481 － 5,335

会計方針の変更によ

る累積的影響額
－

会計方針の変更を反映

した当期首残高
567 △2 △75 △8 481 － 5,335

当期変動額

剰余金の配当 △22

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△1,861

自己株式の取得 －

連結範囲の変動 －

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△42 4 74 8 45 － 45

当期変動額合計 △42 4 74 8 45 － △1,837

当期末残高 524 2 △0 △0 526 － 3,497
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　当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 302 253 2,566 △151 2,970

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△5 △5

会計方針の変更を反映

した当期首残高
302 253 2,560 △151 2,964

当期変動額

剰余金の配当 －

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△727 △727

自己株式の取得 －

連結範囲の変動 △4 △0 △5

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

－

当期変動額合計 － △4 △728 － △732

当期末残高 302 249 1,832 △151 2,231

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算調整勘

定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利

益累計額合計

当期首残高 524 2 △0 △0 526 － 3,497

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△5

会計方針の変更を反映

した当期首残高
524 2 △0 △0 526 － 3,491

当期変動額

剰余金の配当 －

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△727

自己株式の取得 －

連結範囲の変動 △5

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△94 △2 108 8 19 － 19

当期変動額合計 △94 △2 108 8 19 － △713

当期末残高 430 － 108 7 545 － 2,777
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △1,952 △717

減価償却費 340 328

雇用調整助成金 △195 △120

のれん償却費 41 33

減損損失 44 1

固定資産除却損 3 4

投資有価証券売却損益（△は益） △223 △79

投資有価証券評価損益（△は益） 51 45

貸倒引当金の増減額（△は減少） △48 △10

賞与引当金の増減額（△は減少） △108 93

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △7 10

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8 13

受取利息及び受取配当金 △25 △17

支払利息 28 49

売上債権の増減額（△は増加） 468 △661

棚卸資産の増減額（△は増加） 230 △244

その他の資産の増減額（△は増加） 131 △23

仕入債務の増減額（△は減少） △1,788 793

その他 △236 165

小計 △3,236 △336

利息及び配当金の受取額 23 15

利息の支払額 △36 △43

雇用調整助成金の受取額 166 149

法人税等の支払額 △68 △36

法人税等の還付額 78 12

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,072 △238

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △22 －

定期預金の払戻による収入 93 513

有形固定資産の取得による支出 △287 △139

無形固定資産の取得による支出 △65 △24

投資有価証券の取得による支出 △23 △3

投資有価証券の売却による収入 266 80

その他 △49 △68

投資活動によるキャッシュ・フロー △88 357

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,860 △1,047

長期借入れによる収入 2,860 2,004

長期借入金の返済による支出 △1,734 △1,470

リース債務の返済による支出 △56 △63

配当金の支払額 △22 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,907 △576

現金及び現金同等物に係る換算差額 16 63

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 763 △393

現金及び現金同等物の期首残高 3,103 3,867

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 63

現金及び現金同等物の期末残高 3,867 3,536
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を

当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと

交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準の適用による主な変更点は、以下のとおりです。

(1）商品・製品の販売に係る収益認識

商品・製品の販売に係る収益について、従来は商品・製品の出荷時に収益を認識しておりましたが、当連結会計

年度の期首より納品時に顧客から受け取る対価の総額を一括して収益として認識することとしております。ただし、

商品の国内販売において出荷時から顧客への商品移転時までの期間が通常の期間である場合は、出荷時点で収益を

認識しております。

(2)代理人取引に係る収益認識

顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する（直送）取引について、従来は

主に顧客から受け取る対価の総額を収益として認識していましたが、当連結会計年度より顧客から受け取る対価の

総額から仕入先への支払額を差し引いた純額を収益として認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当連結会計年度の売上高は16億46百万円減少し、売上原価は16億46百万円減少し、営業損失、経常損

失及び税金等調整前当期純損失は、それぞれ０百万円増加しております。

また、利益剰余金の当期首残高は５百万円減少しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号 2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することとしました。なお、当連結会計年度に係る連結財務諸表への影響はあ

りません。

(追加情報)

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

当社グループが事業活動の中心としております外食・中食市場のうち外食市場におきましては、年明けの新型コロ

ナウイルス感染症オミクロン株の急速な拡がりによる感染者の急増により、１月９日に沖縄県等３県に発出されたま

ん延防止等重点措置がその後漸次34都道府県に拡大して3月21日まで続き、飲食店の営業時間短縮要請が再開されたこ

とで、11月、12月の回復傾向から１月以降は一転して厳しい状況が続きましたが、３月に入り緩やかな回復傾向にあ

ります。

現時点では今後の状況や終息時期等を正確に予測することは困難な状況にありますが、当社が把握している情報及

び合理的であると判断する一定の前提に基づいて、当社グループの業績は３月迄は大きな影響を受けたものの、その

後、徐々に回復していくものと考えております。その仮定を前提に将来の課税所得に基づく繰延税金資産の回収可能

性及び将来のキャッシュ・フローに基づく、固定資産の減損等の見積りを行っております。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響については不確実性が大きく、仮定と異なった場合、翌連結会計年度の財政

状態及び経営成績に重要な影響を及ぼす可能性があります。
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（物流受託業務に関する収益及び費用の計上区分）

当社では、2021年２月22日の取締役会において、物流受託業務を新たな収益部門として事業化することを決議い

たしました。これに伴い、2021年４月１日付けで同事業を担うプラットフォーム事業部を立上げ、あわせて同事業

にかかる取引条件を見直し、契約を締結しております。従来は物流受託にかかわる収益と費用を営業外損益に計上

してまいりましたが、当連結会計年度の期首より、これを「売上」及び「売上原価」で計上する方法に変更して

おります。

この結果従来の方法に比べて、当連結会計年度において、売上は１億11百万円増加し、営業損失は24百万円増加し

ております。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

（1）報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、外食産業向け食材等の卸売および業務用スープ、ソース等の製造販売を主な事業内容とし、さらに連結

子会社を対象に不動産賃貸を行っております。

　従いまして、当社は事業形態別セグメントから構成されており、「食材卸売事業」、「食材製造事業」、「不動

産賃貸事業」の３つを報告セグメントとしております。

（2）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「食材卸売事業」は、主に外食産業等に対する業務用冷凍食品、冷蔵食品、生鮮食品等の食材及び資材の販売を

しております。

「食材製造事業」は、主に業務用スープ、ソース、ブイヨン等の食材の製造および販売をしております。

「不動産賃貸事業」は、主に連結子会社を対象に不動産の賃貸を行っております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価

格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

（単位:百万円）

報告セグメント

その他 合計
食材卸売事業 食材製造事業 不動産賃貸事業

　売上高

　 外部顧客への売上高 33,898 3,951 4 － 37,854

　 セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

16 － 135 － 151

計 33,915 3,951 139 － 38,006

セグメント利益又はセグ
メント 損失（△）

△1,604 89 84 － △1,430

　 セグメント資産 9,217 4,049 296 － 13,563

　その他の項目

　 減価償却費 87 144 26 － 259

　 のれんの償却額 41 － － － 41

　 減損損失 44 － － － 44

有形固定資産及び無形固
定資産の増加額

90 291 － － 381

当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

（単位:百万円）

報告セグメント

その他
(注)

合計
食材卸売事業 食材製造事業 不動産賃貸事業

　売上高

　 外部顧客への売上高 39,065 4,668 6 111 43,851

　 セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

9 － 133 － 143

計 39,074 4,668 140 111 43,995

セグメント利益又はセグ
メント 損失（△）

△359 178 96 △24 △109

　 セグメント資産 9,708 4,036 270 12 14,029

　その他の項目

　 減価償却費 65 149 25 0 240

　 のれんの償却額 33 － － － 33

　 減損損失 1 － － － 1

有形固定資産及び無形固
定資産の増加額

34 109 0 1 146

(注)その他は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり物流受託業務です。
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(報告セグメントの変更等に関する事項)

会計方針の変更に記載のとおり、当連結会計年度の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する会計

処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「食材卸売事業」の売上高は16億80百万円（外部顧客へ

の売上高16億47百万円、セグメント間の内部売上高33百万円）減少しましたが、セグメント損失は０百万円増加しま

した。また、「食材製造事業」の売上高は１百万円増加し、セグメント利益の影響額は０百万円増加しました。「不

動産賃貸事業」の売上高及びセグメント利益に影響はありません。

４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

（単位:百万円）

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

　報告セグメント計 38,006 43,995

　セグメント間取引消去 △151 △143

　連結財務諸表の売上高 37,854 43,851

（単位:百万円）

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

　報告セグメント計 △1,430 △109

　セグメント間取引消去 13 8

　全社費用（注） △919 △808

　連結財務諸表の営業損失（△） △2,336 △908

（注） 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（単位:百万円）

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

　報告セグメント計 13,563 14,029

　セグメント間取引消去 △1,615 △1,550

　全社資産（注） 5,994 5,196

　連結財務諸表の資産合計 17,944 17,674

（注） 全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない余剰運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（保険積立金

等）及び管理部門に係る資産等であります。

（単位:百万円）

その他の項目
報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

　減価償却費 259 240 81 87 340 328

有形固定資産及び無形固定資産
の増加額

381 146 33 23 415 169

（注） 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、本社建物の設備投資額であります。
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(収益認識関係)

当連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント その他
(注)

合計
食材卸売事業 食材製造事業 不動産賃貸事業 計

首都圏 28,375 3,936 － 32,311 103 32,415

中京圏 1,823 151 － 1,975 8 1,983

関西圏 5,494 345 － 5,839 － 5,839

海外・その他 3,371 234 － 3,606 － 3,606

顧客との契約か
ら生じる収益

39,065 4,668 － 43,733 111 43,845

その他の収益 － － 6 6 － 6

外部顧客への売
上高

39,065 4,668 6 43,739 111 43,851

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり物流受託事業です。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

１株当たり純資産額 944.79円 750.35円

１株当たり当期純損失金額（△） △502.79円 △196.53円

（注）１.潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

２. １株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純損失（△）（百万円） △1,861 △727

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純損失（△）（百
万円）

△1,861 △727

普通株式の期中平均株式数（株） 3,701,382 3,701,382

３. １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

（2021年３月31日）
当連結会計年度

（2022年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 3,497 2,777

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） － －

（うち非支配株主持分（百万円）） （－) （－)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 3,497 2,777

1株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数
（株）

3,701,382 3,701,382
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(重要な後発事象)

（第三者割当による自己株式の処分及び第三者割当による新株式の発行）

(1) 国分グループ本社株式会社を割当先とする第三者割当による自己株式の処分

当社は、2022年３月18日開催の取締役会において、下記のとおり自己株式の処分を決議しており、2022年４月

11日に払込が完了しております。

① 募集方法 第三者割当

② 募集株式の種類及び数 普通株式181,118株

③ 処分価格 １株につき837.9円

④ 引受価額 １株につき757円

この価額は、当社が引受人より１株当たりの払込金として受け取った金額であります。なお、処分価格と引

受価額との差額の総額は、引受人の手取金となります。

⑤ 払込金額 １株につき757円（会社法上の払込金額であり、2022年３月18日開催の取締役会において決定さ

れた金額）

⑥ 発行価額の総額 137百万円

⑦ 引受価額の総額 137百万円

⑧ 払込期日 2022年４月11日

⑨ 資金の使途 借入金の返済に充当致します。

(2) 国分グループ本社株式会社を割当先とする第三者割当による新株式の発行

当社は、2022年３月18日開催の取締役会において、財務基盤の強化を目的として、下記のとおり同社を割当先

とする第三者割当による新株式の発行を決議し、2022年４月11日に払込が完了しております。

① 募集方法 第三者割当

② 発行株式の種類及び数 普通株式743,827株

③ 割当価格 １株につき757円

④ 払込金額 １株につき757円（会社法上の払込金額であり、2022年３月18日開催の取締役会において決定さ

れた金額）

⑤ 資本組入額 １株につき368.6円

⑥ 払込金額 563百万円

⑦ 増加する資本金及び資本準備金の額 増加する資本金の額 274百万円

　 増加する資本準備金の額 274百万円

　 自己株式処分差損額 14百万円

⑧ 払込期日 2022年４月11日

⑨ 資金の使途 上記「(1) 第三者による自己株式の処分 ⑨ 資金の使途」と同一であります。

　


